
小学校国語科 授業づくり研修会

令和４年度

1

Ｒ４全国学力調査（知識及び技能）

2

番号 徳島 全国 比較

１一 84.1 85.5 -1.4

１二 69.5 68.8 +0.7

３三ア 65.2 65.2 0.0

３三イ 57.6 58.7 -1.1

３三ウ 68.8 67.1 +1.7

３三エ 80.7 77.9 +2.8

漢字や仮名の大きさ、
配列に注意して書く。

配当学年表に示され
ている漢字を文の中
で正しく使う。



番号 徳島 全国 比較

１三 83.0 84.7 -1.7

１四 44.6 47.7 -3.1

２一（１） 64.8 68.4 -3.6

２一（２） 67.1 70.6 -3.5

２二 65.9 68.3 -2.4

２三 53.1 59.2 -6.1

３一 53.2 59.2 -6.0

３二 34.9 37.7 -2.8

3

R４全国学力調査(思考力，判断，表現力等)

表現の効果を考える。

文章全体の構成や
書き表し方などに着
目して文や文章を
整える。
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徳島県
正答率
6９.５％
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徳島県
正答率
４４.６％
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○演習１

次の解答はどこが間違っていま

すか。メモをしてみましょう。

児童の反応を分析することが、学習指導の改善・充実の鍵と
なります。

14

（
解
答
類
型
１
）

公
園
に
花
を
植
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
理
由
は
、

公
園
を
は
な
や
か
に
す
れ
ば
、
み
ん
な
も
花
か
ら
元
気
を

も
ら
え
る
か
ら
で
す
。

（
解
答
類
型
２
）

ペ
ン
キ
ぬ
り
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ペ
ン
キ
の
ぬ
り
か

た
は
難
し
く
て
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
大
人
の
人

に
、
教
え
て
も
ら
う
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

（
解
答
類
型
３
）

ご
み
拾
い
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
や
り
続
け
よ
う
と
い

う
気
持
ち
を
も
て
ば
、
す
ぐ
に
で
き
る
か
ら
で
す
。

言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
い
て
い
る
が
、
選
ん
だ
ア
イ
デ
ア
の

問
題
点
に
対
す
る
解
決
方
法
を
書
い
て
い
な
い
。
問
題
に
対
す
る
解

決
方
法
に
ふ
れ
ず
に
、
ア
イ
デ
ア
を
選
ん
だ
理
由
を
書
い
て
い
る
。

「
ゴ
ミ
拾
い
」「
花
植
え
」
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
と
い
う
条

件
を
満
た
し
て
い
な
い
。

言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
い
て
い
る
が
、
選
ん
だ
ア
イ
デ
ア
の

問
題
点
に
対
す
る
解
決
方
法
を
書
い
て
い
な
い
。
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学級全体では、「地域のためにできることについて
話し合おう」ということになったけれど、私たちのグルー
プの話題と、話し合いの目的に確認しよう。

公園が汚れているのが気になるな。公園をきれいにし
て、もっとたくさんの人に使ってもらいたいな。私たちのグ
ループの話題は、「公園をきれいにすること」にしよう。

今回の話し合いの目的は、公園をきれいにするため
に自分たちができることを考えるということだね。

話し合いの方向性と、具体的にどのように進めていくか、
確認しよう。方向性としては、いろいろな考えを出し合いな
がら話し合っていきたいね。

話し合いの目的や方向性を確認し、計画的に話し合う

16

（
正
答
例
１
）

ご
み
拾
い
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
続
け
る
こ
と
が
む

ず
か
し
い
点
に
つ
い
て
は
、
当
番
を
決
め
て
ご
み
を
拾

っ
た
り
、
地
い
き
の
方
に
も
呼
び
か
け
て
協
力
し
て
も

ら
っ
た
り
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

異
な
る
意
見
を
自
分
の
考
え
に
生
か
せ
る
よ
う
に
、
例

え
ば
「
～
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
」
、
「
～
と
い
う

考
え
も
あ
る
け
れ
ど
」
な
ど
の
表
現
を
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
効
果
的
。

授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

ご
み
拾
い
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
続
け
る
こ
と
が

難
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
・
・
・

異
な
る
意
見
を
自
分
の
考
え
に
生
か
す
た
め

に
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
使
え
ば
い
い
の
ね
。
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徳島県
正答率
５３.２％

授業改善のポイント

18

文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整
えることに課題がある

▷推敲の必要性を感じることができるようにする
・読み手に分かりやすい文章にする。

・自分の伝えたいことをより明確にする。

▷推敲する観点を明確にする
・内容や表現に一貫性があるか。

・目的や意図に照らして適切な構成や記述か。

・事実と感想、意見とが区別して書かれているか。

・引用の仕方、図表やグラフなどの用い方は適切か。

▷推敲することが習慣になるように働き掛ける
・書き直した文章のよさを実感する場を設定する。



19

徳島県
正答率
３４.９％

20



21

外
国
の
こ
と
わ
ざ
に
「The first step is 

always the hardest 

」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

「
最
初
の
一
歩
が
い
つ
も
い
ち
ば
ん
難
し
い
」
と
い

う
意
味
だ
。
ぼ
く
は
、
一
度
で
き
な
い
と
、
す
ぐ
に

あ
き
ら
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
最
初
の

一
歩
を
ふ
み
出
す
こ
と
を
め
ん
ど
う
に
思
っ
て
し
ま

う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
言
葉
を
「
今
年

の
言
葉
」
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
こ
と
を
が
ん
ば
り

た
い
。

一
つ
は
、
運
動
だ
。
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
に
は
進
ん

で
取
り
組
む
が
、
苦
手
な
鉄
棒
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て

し
ま
う
。
今
年
は
「
最
初
の
一
回
」
が
で
き
な
く
て

も
、
あ
き
ら
め
ず
、
練
習
を
続
け
た
い
。
そ
し
て
、

逆
上
が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

も
う
一
つ
は
、
読
書
だ
。
今
年
は
長
い
物
語
に
も

ち
ょ
う
戦
し
た
い
。
国
語
の
時
間
に
友
達
が
す
す
め

て
く
れ
た
本
が
お
も
し
ろ
そ
う
だ
っ
た
か
ら
だ
。
思

い
切
っ
て
、
「
最
初
の
一
ペ
ー
ジ
」
を
開
き
、
最
後

ま
で
読
み
切
り
た
い
。

【
小
池
さ
ん
が
書
い
た
文
章
】

授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
（
指
導
事
例
）

ペ
ア
で
伝
え
合
っ
て
い
る
様
子
を
教
師
が
確
認
し
、
そ
の
状
況
に
応
じ

て
、
指
導
し
た
り
評
価
し
た
り
す
る
指
導
事
例
。

22

「小池さんは、推敲のときにことわざを最初の段落に書き加えていましたね。どうしてそ
うしようと思いましたか。

「そうだったんだ。ことわざの「最初の〇〇」を運動や読書のときにも文書全体
を通して繰り返し使っているので、小池さんの「今年、いろいろなことにあきらめ
ずに挑戦したい」という思いが伝わったよ。

ことわざを書き加えてよかった。意識していなかったけれど、最初に「いろいろ
なことに挑戦したい」という思いを書いて、その後、具体的なことを書いた構成も
よかったんだな。

伝え合いを通して、二人ともことわざを書き加えたことのよさを言語化し、文章全体の構成
のよさや内容や表現の一貫性を意識して書くことのよさに気付くことができたみたいだな。

「自分ががんばろうと決意したきっかけをくれた言葉だったので、文章のはじめ
に書き加えました。

書き手が工夫したところを自ら伝えられるように、教師が下書きから変えた
理由を尋ねるなどして書き手に思いを表出させたり、工夫やよさに気付かせた
りする。

授業づくりのポイント

二つのがんばりたいことが伝わるかな。の

「運動」と「読書」だね。がんばりたいことが分かりやすいよ。ことわざがあるのもいいね。

古橋さん

「古橋さんは、書こうとしたことやことわざについても気付いているな。でも、ことわざ
を最初の段落に書き加えたよさや文章全体の構成のよさについても気付かせたいな。

先 生
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24

徳島県
正答率
6４.８％
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26

徳島県
正答率
6５.９％
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○演習２

次の解答はどこが間違っていま

すか。メモをしてみましょう。

児童の反応を分析することが、学習指導の改善・充実の鍵と
なります。

28

（
解
答
類
型
１
）

今
と
未
来
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
解
答
類
型
２
）

未
来
か
ら
き
た
お
ば
あ
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
努
力
す

る
す
ば
ら
し
さ
で
す
。

（
解
答
類
型
３
）

ふ
り
か
え
る
と
老
人
も
宇
宙
船
も
あ
と
か
た
も
な
く
消

え
て
い
た
こ
と
で
す
。

「
前
向
き
な
気
持
ち
」に
な
る
こ
と
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
書
い
て
い
な
い
。
ま
た
、【
物
語
の
一
部
】の
内
容
に
基
づ
い
て
い
な

い
。【

物
語
の
一
部
】
の
内
容
に
基
づ
い
て
書
い
て
い
な
い
。

「
ぼ
く
」と「
老
人
」の
相
互
関
係
や「
ぼ
く
」の
人
物
像
な
ど
か
ら
、

物
語
の
全
体
像
を
具
体
的
に
想
像
し
、
こ
の
物
語
か
ら
伝
わ
っ
て
く

る
こ
と
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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（
正
答
例
１
）

・
夢
を
も
ち
続
け
れ
ば
、
い
つ
か
か
な
え
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

・
自
分
の
夢
を
想
像
す
る
楽
し
さ
と
夢
に
向
か
っ
て

進
む
勇
気
で
す
。

着
目
し
た
叙
述
を
複
数
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
考
え
ら
れ

る
こ
と
を
ノ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
た
り
、
考

え
た
こ
と
を
交
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
物
語
の
全
体
像
を

明
確
に
す
る
。

授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

自分一人の読みでは気付かないことでも，
交流することで気付くことがある。

「
女
の
子
は
さ
く
ら
の
木
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
く

ら
は
、
毎
年
春
に
な
っ
た
ら
さ
く
の
で
、
ま
た
と

い
う
の
は
、
来
年
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
」

「
ま
た
ね
。
ま
た
会
お
う
ね
。
」
か
ら
で
す
。

根拠となる文や文章（叙述） 自分の意見・考え

物
語
の
ど
こ
か
ら
、
そ
う

考
え
ま
し
た
か
。

結び付いていない

授業改善

30



根拠となる文や文章（叙述）

31

さ
く
ら
は
、
毎
年
春
に
な
っ
た
ら
さ
く
の
で
、
ま

た
と
い
う
の
は
、
来
年
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

だ
と
思
っ
た
か
ら
ね
。

そ
う
で
す
ね
。

「
ま
た
ね
。
ま
た
会
お
う
ね
。
」
と
あ
る
の
で
、

「
女
の
子
は
さ
く
ら
の
木
だ
と
思
い
ま
す
。

「
ま
た
ね
。
ま
た
会
お
う
ね
。
」
か
ら
、

女
の
子
は
さ
く
ら
の
木
だ
と
思
い
ま
す
。
さ

く
ら
は
、
毎
年
春
に
な
っ
た
ら
さ
く
の
で
、
ま

た
と
い
う
の
は
、
来
年
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る

の
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

根
拠
と
な
る
文
章
（叙
述
）と
自
分
の
意
見
を
結
び
付
け
て

（セ
ッ
ト
に
し
て
）表
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

＋根拠となる文や文章（叙述）自分の意見・考え

32



33

徳島県
正答率
５３.２
％

34
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○ 本年度の全国学力・学習状況調査の調
査問題の趣旨を踏まえ、「授業改善」
について、【充実させたい学習活動】
として提示すると…

充実させたい学習活動

充実させたい学習活動 １
互いの立場を明確にしながら計画的に話し合い、自分

の考えをまとめる学習活動（話すこと・聞くこと を主に）

充実させたい学習活動 ２
文章全体の構成や書き表し方に着目して、文や文章を整える
学習活動（書くこと を主に）

充実させたい学習活動 ３
目的や意図に応じ、複数の叙述（情報）を関係付け、自分の

考えをまとめる学習活動（読むこと を主に）

36



充実させたい学習活動 １

互いの立場を明確にしながら計画的に話し合い、自分の
考えをまとめる学習活動

（話すこと・聞くこと を主に）

37

Ａ 話合いの目的や方向性を検討する。

Ｂ 話合いの展開や内容を踏まえて互いの意見を整

理し、自分の考えをまとめる。

充実させたい学習活動

具体的には こんな場を重ねよう。

38

話
し
合
う
と
き
、
目
的
に
合
っ
た
方
法
で
情
報
を
整
理
す

る
と
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
際
に
必
要
な
情
報
が
明

確
に
な
る
。

授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
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話
し
合
い
を
通
し
て
得
た
気
付
き
が
、
整
理
さ
れ
る
こ
と

が
有
効
で
あ
る
。

授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

ＩＣＴやホワイトボードを活用して気付きを整理する。

充実させたい学習活動 ２
文章全体の構成や書き表し方に着目して、文や文章を整える学
習活動

（書くこと を主に）

40

Ｃ 相手や目的を明確にして推敲する必要性を実感

することができる言語活動を位置付ける。

Ｄ 推敲する観点を明確にする。

Ｅ 書き直した文章のよさを確認する。

充実させたい学習活動

具体的には こんな場を重ねよう。



41

42
整った文章になったことを児童が自覚することが大切。書き直す
前と後の文章を比較すると効果的。

授業づくりのポイント
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Ｅ 着目した複数の叙述を基に考えたことを交流する場

面を設定する。

Ｆ 表現の効果を考える。

充実させたい学習活動 ３
目的や意図に応じ、複数の叙述（情報）を関係付け、自分の

考えをまとめる学習活動（読むこと を主に）

具体的に こんな場を重ねよう。

充実させたい学習活動

複
数
の
場
面
の
叙
述
を
相
互
に
関
係
付
け
る
。

《
活
用
例
》

心
に
響
い
た
物
語
を
推
薦
し
よ
う
。
（推
薦
カ
ー
ド
等
）

「
わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様
」杉
み
き
子
（光
村
図
書
）

「
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
」椋
鳩
十

（東
京
書
籍
）

１

い
く
つ
か
の
視
点
を
手
が
か
り
に
、
心
に
響
く
文
を
複

数
見
付
け
さ
せ
る
。

・登
場
人
物
の
行
動
、
会
話
、
心
情
、
相
互
関
係

・描
写
（人
物
の
描
か
れ
方
・情
景
描
写
）、
構
成
の
工
夫
、
表
現
の
特
徴

＊
情
景
描
写
か
ら
、
登
場
人
物
の
心
情
を
想
像
す
る
。

＊
象
徴
性
や
暗
示
性
の
高
い
表
現
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

捉
え
る
。

２

そ
の
文
章
を
比
較
し
た
り
、
関
係
付
け
た
り
す
る
中

で
、
根
拠
を
明
確
に
さ
せ
る
。

3
指
導
の
ね
ら
い
に
応
じ
た
語
彙
指
導
を
工
夫
す
る
。

物
語
全
体
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
全
文
シ
ー
ト
を
活

用
し
、
場
面
と
場
面
を
関
係
付
け
、
複
数
の
叙
述
を
矢
印
で
結

ん
だ
り
、
そ
れ
ら
か
ら
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
を
書
き
込
ん

だ
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。

拡
大
し
た
全
文
シ
ー
ト
を
黒
板
に
掲
示
す
る
と
、
叙
述
に
即
し

な
が
ら
結
び
付
け
方
を
指
導
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

授業づくりのポイント
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46

内容面表現面

物語の全体像を想像する場合、「どんな物語か」という内容面だけでなく、
「どのように描かれているのか」という表現面にも着目することが大切。その
ためには、推薦する文章をまとめる際に使う言葉などを具体的に考えることが
できるようにすると効果的。

授業づくりのポイント
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自分の文章のよさを書き，学級全体で読み合う

自分の文章を読み返したり、そのよさを見付けたりする態度が習慣化する。

授業づくりのポイント
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